
   船橋市内部疾患を有する児童の保育の実施に関する要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、船橋市健康保育研究協議会要綱（以下「協議会要綱」と

いう。）第２条第４号に規定する内部疾患を有する児童（以下「内部疾患を有

する児童」という。）の保育を実施するために必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第１条の２ この要綱における用語の定義は、協議会要綱の例による。 

 （判定手続き等） 

第２条 市立保育所主管課は、内部疾患を有する児童の保護者が、協議会要綱

第１条に規定する保育所等における保育の実施を希望する場合は、当該保護

者及び児童と面接を行うものとする。 

２ 市長は、前項の規定により面接を受けた児童に対し、保護者から同意を得

た上で、利用を希望する保育所等にて原則５日間（最低３日間）の体験保育

を実施するものとする。 

３ 協議会要綱第４条に規定する船橋市健康保育研究協議会委員の代表及び第

７条第１項に規定する観察員の代表は、内部疾患を有する児童の保育観察を

行うものとする。 

４ 市長は、前項に規定する保育観察が終了したときは、速やかに別表に規定

する保育観察判定基準表並びに医療機関又はその他関係機関（以下「医療機

関等」という。）が発行する診断書及び報告書等に基づき内部疾患を有する児

童の保育実施の適否について判定し、決定するものとする。 

５ 市長は、前項に定める判定が困難な場合には、船橋市健康保育研究協議会

（以下「協議会」という。）に保育実施の適否についての審査を求めるものと

する。 

６ 前項の場合において市長は、協議会の審査結果並びに医療機関等が発行す

る診断書及び報告書等に基づき、内部疾患を有する児童についての保育実施

の適否について決定するものとする。 

 （実施保育所） 

第３条 内部疾患を有する児童の保育を実施する保育所（以下「実施保育所等」

という。）は、協議会要綱第１条に規定する保育所等とする。 

 （保育時間） 

第４条 内部疾患を有する児童の保育時間は、子ども・子育て支援法施行規則

第４条第１項の規定する認定時間内において、当該児童の心身の状況や保護

者の就労時間等を考慮し、実際に保育を必要とする時間とする。 

 （個別支援等） 



第５条 実施保育所等の園長は、内部疾患を有する児童の心身の発達を促すた

め、保護者に対し助言を行うとともに保護者の同意を得て医療機関等との連

携の充実を図るものとする。 

２ 実施保育所等の看護師は、内部疾患を有する児童の健康状況の把握に努め

るとともに、医療機関等の指示に基づき、必要に応じて保護者に対し健康管

理上の助言を行うものとする。 

３ 実施保育所等の栄養士は、内部疾患を有する児童の栄養状況の把握に努め

るとともに、医療機関等の指示に基づき、必要に応じて保護者に対し栄養管

理上の助言を行うものとする。 

 （在園児の審査） 

第６条 市長は、在園する児童について医療的配慮の必要性が生じた場合には、

第２条第３項から第６項までの規定の例により、当該児童についての保育実

施の適否について決定するものとする。 

 （観察員） 

第７条 市立保育所主管課長は、第３項に規定する職務を行うために、保育所

等の保育園長及び看護師の中から各１０人以内で観察員を指定する。 

２ 前項の規定により指定された観察員の任期は２年とし、再任を妨げない。

ただし、観察員に欠員が生じた場合の補欠観察員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

３ 観察員の職務は、次の各号に掲げる事項とする。 

⑴ 内部疾患を有する児童についての保育観察の実施 

⑵ 医療機関等へ同行し関係者から聴取する等、内部疾患を有する児童の心身

の状況を把握するために必要な調査の実施 

⑶ 第１号及び第２号における結果報告 

⑷ その他内部疾患を有する児童の保育実施に当たり市長が必要と認めたも

の 

 （定期報告） 

第８条 実施保育所等の園長は、内部疾患を有する児童の状況について、必要

に応じて定期報告を市立保育所主管課に報告するものとする。 

   附 則 

 この要綱は、平成２４年２月１日から施行する。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

 （名称の変更） 



２ この要綱の名称は、「船橋市内部疾患を有する児童の保育の実施に関する要

綱」 とする。 

   附 則 

 この要綱は、令和２年１１月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、令和４年１０月１日から施行する。 
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が
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、
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日
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を
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を
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振
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を
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・
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」
「
パ

」
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」
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な
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あ
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ぼ

ん
や

り
し
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焦
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ら

な
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目
を

細
め
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目

の
表

面
や
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濁
っ
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よ

う
に

見
え

る
・
反
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鈍

い

音
の

出
る

玩
具

を
叩

い
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鳴
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繰

り
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健
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療

管
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。
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療

上
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約
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日
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仰
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・
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触
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・
自

動
車

等
）
や

自
分

の
体

の
部

位
(目

・
鼻
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追
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を
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・
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取
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す
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れ
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を
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葉
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、
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た
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・
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し
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を
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手

首
を

コ

ン
ト
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応
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語
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れ
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ぶ
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を
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ﾁ
ﾁ
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る
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る
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が
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ｸ
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行
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え
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っ

た
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を
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え
が
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る
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い
さ

な
物
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指
、

人
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し

指
、
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っ
か

り
持

て
る

　 両
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っ
た
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え

る
・
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手
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れ

物
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て

る
・
左

右
の

手
は

別
々

の
操

作
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を
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く
る

つ
か

ま
り

立
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る
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い
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押

し
車

で
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く
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粗
 大

　 引
き
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こ

し
で

頭
部

が
つ

い
て

く
る

（
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定
）
・
う

つ
伏

せ
で

肘
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え
な

が
ら
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る
・
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這
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左
右

に
動

か
し

、
食

べ
物

を
移

動
さ

せ
て

食
べ

る

手
づ

か
み

食
べ

を
す

る

舌
で

口
の

中
の

食
べ

物
を

自

由
に

動
か

せ
る

歯
ぐ

き
で

か
ん

だ
り

、
つ

ぶ
す

手
づ

か
み

、
指

さ
し

を
す

る

食
材

に
よ

り
咀

嚼
回

数
や

咀
嚼

力

を
変

え
な

が
ら

食
べ

ら
れ

る
（
完

了
期

食
を

食
べ

て
い

る
）

コ
ッ

プ
か

ら
１

回
飲

み
が

で
き

る
・
離

乳
食

の
進

み
方

に
伴

い
、

ミ
ル

ク
・
母

乳
の

摂
取

量

が
変

化
し

て
く
る

コ
ッ

プ
を

持
っ

て
飲

め
る

よ
う

に
な

る
・

離
乳

食
に

合
わ

せ
て

、
ミ

ル
ク

を
補

足
す

る

介
助

す
れ

ば
コ

ッ
プ

か
ら

連

続
飲

み
す

る
・

食
事

の
後

の
ミ

ル
ク

・
母

乳
の

摂
取

量
が

減
っ

て
く
る

コ
ッ

プ
、

お
椀

を
両

手
で

持
っ

て
連

続
し

て
飲

む

ミ
ル

ク
か

ら
牛

乳
に

移
行

し
た

安  全  と  基  本  的  信  頼  関  係 （ 安 心 ）

摂 食 ・ 嚥 下

哺
乳

・
水

分
一

定
量

、
一

定
時

間
内

に
飲

め
る

・
哺

乳
反

射
が

消
失

し
て

く
る

ミ
ル

ク
・
母

乳
の

摂
取

量
が

順

調
に

増
え

て
く
る

決
め

ら
れ

た
量

の
ミ

ル
ク

、
好

き
な

だ
け

母
乳

を
飲

む

ス
プ

ー
ン

や
コ

ッ
プ

で
す

す
り

飲
み

を
す

る

固
 形

 食
食

べ
る

と
こ

ろ
を

見
て

よ
だ

れ

が
増

え
て

く
る

ス
プ

ー
ン

が
近

づ
く
と

口
を

開

け
る

。

口
唇

を
閉

じ
て

ド
ロ

ド
ロ

の
も

の
を

飲
み

込
む

口
唇

を
閉

じ
て

顎
の

上
下

運

動
・
舌

の
押

し
つ

ぶ
し

で
飲

み

込
む

～
１

０
か

月
～

１
２

か
月

～
１

５
か

月
～

1
8
か

月
備

　
考

月
齢

～
４

か
月

～
６

か
月

～
８

か
月

項
目

日

別
表

第
１

-
１

　
　

　
　

【
氏

名
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
】
　

生
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

　
保

育
観

察
判

定
基

準
表

　
　

　
1
歳

６
か

月
未

満
ま

で
　

　
　

　
判

　
定

　
表

　
１

判
定

会
）

年
月

（



 

日
判

定
会

）
【
氏

名
：

補
　

足
　

説
　

明
　

及
　

び
　

指
　

摘
　

事
　

項

】

（
１

歳
６

か
月

未
満

ま
で

）
　

判
　

定
　

表
　

２
　

月
（

保
育

観
察

判
定

基
準

表
別

表
第

１
-
２

年

【
本

児
童

に
対

す
る

健
康

保
育

研
究

協
議

会
の

総
合

的
な

意
見

（
本

児
の

特
徴

・
加

配
配

置
の

理
由

・
保

育
の

見
通

し
・
必

要
と

思
わ

れ
る

支
援

等
）
】



 

発
音

が
不

明
瞭

身
振

り
で

示
す

表
出

言
語

遊
び

　
　

友
達

の
や

っ
て

い
る

こ
と

に

　
　

加
わ

ろ
う

と
す

る

年
齢

相
応

に

話
せ

る

遊
び

に
誘

っ
て

も
興

味
を

示
さ

な
い

二
語

文
程

度

話
せ

る

　
　

玩
具

を
使

っ
て

　
　

一
人

で
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

る

判
定

会
）

　
　

　
　

【
氏

名
：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
】
　

　
　

　
　

　
　

生
年

月
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

年
齢

相
応

の
指

示
は

理
解

し
従

え
る

健
康

で
あ

る

補
聴

器
を

使
え

ば
日

常
生

活
に

支
障

が
な

い
程

度
に

聞
こ

え
る

医
療

管
理

の
も

と
定

期
通

院
を

し
て

い

る
。

治
療

上
の

制
約

が
あ

り
、

病
状

か

ら
日

常
生

活
に

影
響

す
る

こ
と

が
あ

る

不
明

な
こ

と
を

い
う

言
葉

が
出

な
い

補
聴

器
を

使
っ

て
も

聞
こ

え
が

悪
い

社 会 性

言
語

理
解

指
示

行
動

単
語

や
簡

単
な

こ
と

は
話

せ
る

単
語

を
少

し
話

す
オ

ウ
ム

返
し

す
る

ひ
と

り
ご

と
が

多
い

見
え

て
い

る

聞
こ

え
て

い
る

普
段

の
健

康
状

態

普
段

は
健

康
で

あ
る

が
、

感
染

症
な

ど
の

病
気

に
罹

り
や

す
く
、

回
復

に
日

数
を

要
す

る
こ

と
が

多
い

眼
鏡

を
か

け
て

も
見

え
に

く
い

医
療

管
理

の
も

と
定

期
通

院
を

し
て

い
る

。
治

療
上

の
制

約

が
あ

り
、

常
に

日
常

生
活

に
影

響
が

あ
る

。
病

気
等

で
度

々

入
院

す
る

こ
と

が
あ

る

　
◆

観
察

で
み

ら
れ

た
『
表

出
言

語
』
と

『
遊

び
』
の

状
態

に
つ

い
て

、
該

当
欄

に

殆
ど

喃
語

で
あ

る

手
遊

び
等

、
真

似
を

す
る

医
療

管
理

の
も

と
定

期
通

院
を

し
て

い

る
が

、
日

常
生

活
に

支
障

を
き

た
さ

な

い

眼
鏡

を
か

け
て

も
ほ

と
ん

ど
見

え
な

い

補
聴

器
を

使
っ

て
も

ほ
と

ん
ど

聞
こ

え
な

い

見
立

て
遊

び
・
つ

も
り

遊
び

を
す

る

見
え

に
く
い

眼
鏡

を
か

け
れ

ば
日

常
生

活
に

支
障

な
く
見

え
る

運 動 機 能

安
 全

聴
 力

認
識

見
守

っ
て

い
れ

ば
安

全
な

行
動

が
と

れ
る

身 体 面

視
 力

備
考

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
摂

食
・
内

面
・
　

　
　

そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

　
・
そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

　
・
そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

　
・
そ

の
他

ケ
ガ

や
ア

ク
シ

デ
ン

ト
を

回
避

す
る

た

め
、

常
に

保
護

が
必

要
で

あ
る

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
内

面
・
そ

の
他

全
面

介
助

姿
勢

の
保

持
が

難
し

い
等

、
発

達
の

遅
れ

や
障

害
が

あ
る

た
め

、
日

常
生

活
動

作
は

全
面

介
助

を
受

け
て

い
る

は
た

ら
き

か
け

て
も

、
意

味
内

容
が

理

解
で

き
な

い

誰
と

で
も

接
す

る
が

相
手

を
認

識
し

て

い
な

い

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
内

面
　

・
そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
内

面
・
そ

の
他

聞
こ

え
が

悪
い

年
齢

相
応

に
食

事
が

と
れ

る
一

部
介

助
す

れ
ば

一
人

で
食

べ
ら

れ

る

粗
大

運
動

が
年

齢
相

応
に

発
達

し
て

い
る

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

　
・
そ

の
他

微
細

年
齢

相
応

に
で

き
る

大
人

の
促

し
や

一
部

介
助

が
必

要
だ

が
、

や
ろ

う
と

す
る

大
人

の
促

し
や

一
部

介
助

が
必

要
で

あ
る

発
達

の
遅

れ
や

障
害

が
あ

る
が

、
ハ

イ
ハ

イ
や

伝
い

歩
き

、
ま

た
は

補
助

具

を
付

け
て

自
力

移
動

を
す

る

自
分

の
持

ち
物

や
自

分
の

ロ
ッ

カ
ー

・

靴
箱

な
ど

が
わ

か
る

手
指

の
操

作
が

年
齢

相
応

に
発

達
し

て
い

る

繰
返

し
は

た
ら

き
か

け
れ

ば
、

大
体

の

こ
と

を
理

解
し

従
え

る

別
表

第
２

－
１

（
年

基 本 的 生 活 習 慣

食
 事

着
替

え

　
判

　
定

　
表

　
１

　

観
察

結
果

月

保
育

観
察

判
定

基
準

表
（
１

歳
６

か
月

～
３

歳
未

満
ま

で
）

日

1
背

景
要

因
（

該
当

に
○

）
5

全
面

介
助

自
立

歩
行

で
き

る
が

な
め

ら
か

さ
に

欠

け
る

、
・
体

幹
の

弱
さ

が
見

ら
れ

、
転

び
や

す
く
、

ぶ
つ

か
り

や
す

い

2

保
護

者
等

、
特

定
の

人
が

そ
ば

に
居

れ
ば

常
時

関
心

を
示

し
た

り
、

関
わ

り

が
も

て
る

保
護

者
等

、
特

定
の

人
が

そ
ば

に
い

れ
ば

、
時

々
関

心
を

示
し

た
り

、
関

わ

り
が

持
て

る

人
に

対
し

て
興

味
・
関

心
を

示
さ

な
い

声
か

け
や

誘
導

を
し

て
も

、
自

分
の

持

ち
物

や
場

所
が

わ
か

ら
な

い

発
達

の
遅

れ
や

障
害

に
よ

っ
て

操
作

す
る

こ
と

が
難

し
く
、

全
面

介
助

を
受

け

る

3
4

対
人

関
係

声
か

け
や

誘
導

に
よ

り
、

自
分

の
持

ち

物
や

自
分

の
ロ

ッ
カ

ー
・
靴

箱
な

ど
が

わ
か

る

声
か

け
や

誘
導

を
繰

返
し

働
き

か
け

れ
ば

、
自

分
の

持
ち

物
や

自
分

の

ロ
ッ

カ
ー

・
靴

箱
な

ど
が

わ
か

る

保
護

者
と

い
れ

ば
、

時
々

関
心

を
示

し

た
り

、
関

わ
り

が
で

き
る

人
に

対
し

て
関

心
を

示
す

機
能

障
害

等
が

あ
り

、
各

種
補

助
具

の
準

備
や

そ
れ

に
応

じ
た

相
当

部
分

の
配

慮
及

び
介

助
が

あ
れ

ば
食

べ
よ

う
と

す
る

相
当

部
分

の
介

助
が

必
要

で
あ

る

お
座

り
が

で
き

る
（
姿

勢
を

保
持

で
き

る
）
。

日
常

生
活

動
作

は
相

当
部

分
の

介
助

を
受

け
て

い
る

介
助

や
調

理
の

方
法

を
工

夫
す

れ

ば
、

一
人

で
食

べ
ら

れ
る

粗
大

常
に

誘
導

や
声

か
け

等
の

注
意

が
必

要
で

あ
る

指
示

の
意

味
内

容
は

理
解

で
き

て
い

る
が

、
繰

返
し

は
た

ら
き

か
け

て
も

従

う
こ

と
は

難
し

い

繰
返

し
は

た
ら

き
か

け
て

も
自

分
の

持

ち
物

や
場

所
が

わ
か

ら
な

い
と

き
が

多

い

大
体

の
こ

と
を

理
解

し
従

え
る

発
達

の
遅

れ
や

障
害

が
あ

り
、

相
当

部
分

の
介

助
を

受
け

て
手

指
で

操
作

を
す

る

発
達

の
遅

れ
や

障
害

が
あ

り
、

一
部

介
助

や
補

助
具

が
あ

れ
ば

手
指

で
操

作
が

で
き

る

な
め

ら
か

さ
に

欠
け

る
が

、
手

指
で

操

作
が

で
き

る
・
細

か
い

操
作

が
ぎ

こ
ち

な
い

場
面

に
応

じ
て

、
度

々
誘

導
や

声
か

け

等
の

注
意

が
必

要
で

あ
る

ケ
ガ

や
ア

ク
シ

デ
ン

ト
を

回
避

す
る

た

め
、

場
面

に
応

じ
て

保
護

が
必

要
で

あ

る



 

　
保

育
観

察
判

定
基

準
表

（
１

歳
６

か
月

～
３

歳
未

満
ま

で
）

【
本

児
童

に
対

す
る

健
康

保
育

研
究

協
議

会
の

総
合

的
な

意
見

（
本

児
の

特
徴

・
加

配
配

置
の

理
由

・
保

育
の

見
通

し
・
必

要
と

思
わ

れ
る

支
援

等
）
】

1
7

1
81 2 3 4 5 6

 睡
眠

中
に

お
び

え
た

よ
う

に
大

声
で

泣
き

叫
ぶ

こ
と

が
あ

る

 そ
の

他
（
習

慣
な

ど
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

 一
ヶ

所
に

じ
っ

と
し

て
い

る

 爪
を

噛
む

 指
し

ゃ
ぶ

り

1
4

1
5

1
6

 食
物

で
な

い
も

の
を

食
べ

る

 急
に

泣
い

た
り

、
は

し
ゃ

ぐ

 奇
声

を
あ

げ
る

1
1

1
2

1
3

 頭
に

器
物

を
打

ち
つ

け
る

 自
分

を
噛

む
、

叩
く

8 9 1
0

6 7

 一
人

で
室

外
な

ど
に

飛
び

出
す

 　
意

味
も

な
く

、
衣

服
を

引
っ

張
る

 　
目

的
も

な
く

、
動

き
回

る

 　
意

味
が

あ
っ

て
、

衣
服

を
引

っ
張

る

 　
意

味
も

な
く

、
器

物
を

壊
す

 　
意

味
も

な
く

、
紙

な
ど

を
破

く

7

 　
意

味
も

な
く

、
他

人
を

叩
く

 　
意

味
も

な
く

、
他

人
に

噛
み

付
く

 　
意

味
も

な
く

、
物

を
投

げ
る

月
日

　
判

　
定

　
表

　
２

　

　
　

　
よ

　
く

　
み

　
ら

　
れ

　
る

　
行

　
動

チ
ェ

ッ
ク

補
　

足
　

説
　

明
　

及
　

び
　

指
　

摘
　

事
　

項

年

別
表

第
２

－
２

（
判

定
会

）
【
氏

名
：

】

5

 　
意

味
が

あ
っ

て
、

他
人

に
噛

み
付

く

 　
意

味
が

あ
っ

て
、

物
を

投
げ

る

 　
意

味
が

あ
っ

て
、

器
物

を
壊

す

 　
意

味
が

あ
っ

て
、

紙
な

ど
を

破
く

 　
目

的
が

あ
っ

て
、

動
き

回
る

 　
意

味
が

あ
っ

て
、

他
人

を
叩

く
1 2 3 4



 

一
人

で
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

る
　

　
友

達
の

や
っ

て
い

る
こ

と
に

　
　

加
わ

ろ
う

と
す

る
遊

び
　

鬼
ご

っ
こ

等
ル

ー
ル

の
あ

る
遊

び
に

　
参

加
で

き
る

手
遊

び
等

、
真

似
す

る
遊

び
に

誘
っ

て
も

興
味

を
示

さ
な

い

身
振

り
で

示
す

発
音

が
不

明
瞭

年
齢

相
応

に
話

せ
る

二
語

文
程

度
話

せ
る

単
語

や
簡

単
な

こ
と

は
話

せ
る

単
語

を
少

し
話

す
殆

ど
喃

語
で

あ
る

不
明

な
こ

と
を

言
う

言
葉

が
で

な
い

補
聴

器
等

を
使

っ
て

も
聞

こ
え

が
悪

い

◆
観

察
で

見
ら

れ
た

『
表

出
言

語
』
と

『
遊

び
』
の

状
態

に
つ

い
て

該
当

欄
に

表
出

言
語

オ
ウ

ム
返

し
す

る
ひ

と
り

ご
と

が
多

い

働
き

か
け

に
対

し
大

体
の

こ
と

は
理

解

し
行

動
で

き
る

毎
日

使
う

簡
単

な
こ

と
ば

は
理

解
で

き
、

繰
返

し
働

き
か

け
れ

ば
従

う
こ

と

が
で

き
る

言
語

理
解

指
示

行
動

眼
鏡

を
か

け
て

も
ほ

と
ん

ど
見

え
な

い

相
当

部
分

の
介

助
が

必
要

で
あ

る

姿
勢

の
保

持
が

難
し

い
等

、
発

達
の

遅

れ
や

障
害

が
あ

る
た

め
、

日
常

生
活

動

作
は

全
面

介
助

を
受

け
る

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

・
そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

・
そ

の
他

着
替

え

全
面

介
助

年
齢

相
応

に
で

き
る

時
間

は
か

か
る

が
ど

う
に

か
で

き
る

声
か

け
や

一
部

介
助

が
必

要
で

あ
る

全
面

介
助

（
協

力
動

作
が

全
く
見

ら
れ

な
い

）

全
面

介
助

予
告

は
で

き
る

が
介

助
が

必
要

で
あ

る
時

間
排

泄
に

応
じ

る
が

介
助

が
必

要

で
あ

る
小

便
は

自
立

し
て

い
る

簡
単

な
指

示
や

視
覚

的
に

示
す

な
ど

す

れ
ば

理
解

で
き

る
が

、
言

葉
の

指
示

だ

け
で

は
、

繰
返

し
働

き
か

け
て

も
従

う
こ

と
が

難
し

い

場
面

に
応

じ
て

、
度

々
誘

導
や

声
か

け

等
の

注
意

が
必

要
で

あ
る

常
に

誘
導

や
声

か
け

等
の

注
意

が
必

要
で

あ
る

ケ
ガ

や
ア

ク
シ

デ
ン

ト
を

回
避

す
る

た

め
、

場
面

に
応

じ
て

保
護

が
必

要
で

あ

る

ケ
ガ

や
ア

ク
シ

デ
ン

ト
を

回
避

す
る

た

め
、

常
に

保
護

が
必

要
で

あ
る

誰
と

で
も

接
す

る
が

相
手

を
認

識
し

て
い

な
い

多
少

の
問

題
は

あ
る

が
、

相
手

を
認

識

し
て

関
わ

り
が

持
て

る

普
段

の
健

康
状

態

普
段

は
健

康
で

あ
る

が
、

感
染

症
な

ど

の
病

気
に

罹
り

や
す

く
、

回
復

に
日

数

を
要

す
る

こ
と

が
多

い

医
療

管
理

の
も

と
定

期
通

院
を

し
て

い

る
が

、
日

常
生

活
に

支
障

を
き

た
さ

な

い

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

・
そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
内

面
・
そ

の
他

医
療

管
理

の
も

と
定

期
通

院
を

し
て

い
る

。
治

療
上

の
制

約
が

あ
り

、
常

に
日

常
生

活
に

影
響

が
あ

る
。

病
気

等
で

度
々

入
院

す
る

こ
と

が
あ

る

健
康

で
あ

る

自
分

で
歩

行
す

る
が

な
め

ら
か

さ
に

欠

け
る

・
体

幹
の

弱
さ

が
見

ら
れ

、
転

び

や
す

く
、

ぶ
つ

か
り

や
す

い

発
達

の
遅

れ
や

障
害

が
あ

る
が

、
ハ

イ
ハ

イ
や

伝
い

歩
き

、
ま

た
は

補
助

具

を
付

け
て

自
力

移
動

す
る

お
座

り
が

で
き

る
（
姿

勢
を

保
持

で
き

る
）
。

日
常

生
活

動
作

は
相

当
部

分
の

介
助

を
受

け
る

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
内

面
・
そ

の
他

補
聴

器
等

を
使

っ
て

も
ほ

と
ん

ど
聞

こ
え

な
い

保
護

者
で

あ
れ

ば
関

わ
り

が
持

て
る

補
聴

器
等

を
使

え
ば

日
常

生
活

に
支

障
が

な
い

程
度

に
聞

こ
え

る

働
き

か
け

に
対

し
行

動
で

き
る

人
に

対
し

て
興

味
・
関

心
を

示
さ

な
い

機
能

（
ス

キ
ル

）
・
摂

食
・
内

面
・

そ
の

他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

・
そ

の
他

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

・
そ

の
他

年
齢

相
応

に
発

達
し

て
い

る

な
め

ら
か

さ
に

欠
け

る
が

、
手

指
で

操

作
が

で
き

る
・
細

か
い

操
作

が
ぎ

こ
ち

な
い

発
達

の
遅

れ
や

障
害

が
あ

り
、

一
部

介
助

や
補

助
具

が
あ

れ
ば

手
指

で
操

作
が

で
き

る

保
護

者
等

、
特

定
の

人
と

な
ら

常
時

関

わ
り

が
持

て
る

発
達

の
遅

れ
や

障
害

に
よ

っ
て

操
作

す

る
こ

と
が

難
し

く
、

全
面

介
助

を
受

け
る

ほ
と

ん
ど

理
解

で
き

な
い

・
働

き
か

け
て

も
そ

の
意

味
・
内

容
が

わ
か

ら
な

い

発
達

の
遅

れ
や

障
害

が
あ

り
、

相
当

部

分
の

介
助

を
受

け
て

手
指

で
操

作
を

す

る

社 会 性 身 体 面

年
齢

相
応

に
発

達
し

て
い

る

聞
こ

え
が

悪
い

運 動 機 能

粗
大

微
細

安
 全

年
齢

相
応

に
安

全
な

行
動

が
と

れ
る

相
手

を
認

識
し

て
接

す
る

こ
と

が
で

き
、

誰
と

で
も

関
わ

り
が

持
て

る

介
助

や
調

理
の

方
法

を
工

夫
す

れ
ば

、

食
べ

ら
れ

る

大
小

便
と

も
自

立
し

て
い

る
小

便
は

自
立

し
て

い
る

が
大

便
は

介
助

が
必

要
で

あ
る

予
告

は
で

き
る

が
介

助
が

必
要

で
あ

る

時
間

排
泄

に
応

じ
る

が
相

当
部

分
の

介

助
が

必
要

で
あ

る

3
年

齢
相

応
に

食
事

が
と

れ
る

課
題

は
あ

る
が

、
一

人
で

食
べ

ら
れ

る
一

部
介

助
す

れ
ば

一
人

で
食

べ
ら

れ

る

1
4

　
　

　
　

【
氏

名
：
　

  
  

  
  

 　
　

　
　

　
　

　
　

】
　

　
　

　
　

生
年

月
日

　
　

　
　

　
　

  
年

 　
 月

　
  

日

全
面

介
助

日

2
背

景
要

因
（

該
当

に
○

）

観
察

結
果

判
定

会
）

基 本 的 生 活 習 慣

食
 事

備
　

考

（
年

月

5

医
療

管
理

の
も

と
定

期
通

院
を

し
て

い

る
。

治
療

上
の

制
約

が
あ

り
、

病
状

か
ら

日
常

生
活

に
影

響
す

る
こ

と
が

あ
る

見
え

に
く
い

眼
鏡

を
か

け
れ

ば
日

常
生

活
に

支
障

な
く
見

え
る

聴
 力

聞
こ

え
て

い
る

時
間

排
泄

に
応

じ
る

が
排

尿
す

る
こ

と

が
難

し
い

排 泄
4

・
5

歳
児

3
歳

対
人

関
係

判
　

定
　

表
　

１

眼
鏡

を
か

け
て

も
見

え
に

く
い

別
表

第
３

-
１

機
能

（
ス

キ
ル

）
・

内
面

・
そ

の
他

視
 力

見
え

て
い

る

　
保

育
観

察
判

定
基

準
表

 　
（
３

歳
以

上
）



 

1
7

　
飛

び
だ

し
（
室

外
、

園
舎

外
、

散
歩

中
等

）
。

1
3

　
こ

だ
わ

り
が

強
い

、
感

覚
（
聴

覚
、

視
覚

、
触

覚
、

温
度

覚
等

）
に

対
し

て
過

度
な

反
応

が
あ

る
。

1
4

　
感

情
の

起
伏

が
激

し
い

（
大

騒
ぎ

を
す

る
、

奇
声

、
癇

癪
を

起
こ

す
等

）
。

1
6

　
対

人
、

対
物

に
対

す
る

他
害

（
叩

く
、

け
る

、
物

を
投

げ
る

等
）
。

1
2

　
目

が
合

い
に

く
い

。
視

線
回

避
行

動
が

見
ら

れ
る

。

　
大

人
か

ら
注

意
さ

れ
る

機
会

が
多

く
、

他
児

か
ら

も
反

感
を

持
た

れ
や

す
い

。

　
自

分
の

興
味

や
関

心
の

あ
る

こ
と

に
は

取
り

組
む

が
、

興
味

関
心

が
な

い
と

取
り

組
ま

な
い

。

　
落

ち
着

き
が

な
く

、
絶

え
ず

動
き

回
っ

て
い

る
。

1
5

　
自

分
か

ら
は

一
方

的
に

話
す

が
、

人
の

話
を

聞
こ

う
と

し
な

い
。

会
話

が
文

脈
か

ら
す

ぐ
外

れ
る

。

　
自

傷
行

為
（
頭

を
打

ち
付

け
る

、
身

体
を

傷
つ

け
る

等
）
。

　
周

り
が

気
に

な
っ

て
し

ま
い

、
集

中
し

に
く

い
。

1
16 9 1
07 852

　
周

囲
の

状
況

を
見

て
行

動
し

て
、

言
語

で
理

解
し

て
い

な
い

こ
と

が
あ

る
。

　
大

人
や

他
児

か
ら

の
関

わ
り

に
、

応
え

る
こ

と
が

苦
手

で
あ

る
。

　
遊

具
を

共
有

し
た

り
共

感
的

な
遊

び
が

苦
手

で
、

１
人

で
遊

ぶ
こ

と
が

多
い

。

動
作

模
倣

（
遊

戯
・
体

操
等

）
関

心
を

向
け

て
か

な
り

模
倣

す
る

関
心

を
向

け
て

多
少

模
倣

す
る

関
心

を
向

け
る

が
模

倣
は

し

な
い

内
　

　
容

補
足

説
明

お
よ

び
指

摘
事

項

3 41

年

チ
ェ

ッ
ク

日
判

定
会

）
（

月

　
判

　
定

　
表

　
２

　
　

保
育

観
察

判
定

基
準

表
 （

３
歳

以
上

）
】

　
自

分
で

考
え

ず
に

、
他

児
の

行
動

に
引

っ
張

ら
れ

て
行

動
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

。

よ
　

く
　

み
　

ら
　

れ
　

る
　

行
　

動

別
表

第
３

-
２

【
氏

名
：

　
集

中
し

て
遊

ぶ
場

面
も

あ
る

が
あ

そ
び

に
偏

り
が

あ
る

。

ま
っ

た
く
関

心
を

向
け

な
い

　
慣

れ
な

い
場

面
で

は
混

乱
し

、
気

持
ち

の
立

て
直

し
や

切
り

か
え

が
苦

手
で

あ
る

。

1
2

【
本

児
童

に
対

す
る

健
康

保
育

研
究

協
議

会
の

総
合

的
な

意
見

（
本

児
の

特
徴

・
加

配
配

置
の

理
由

・
保

育
の

見
通

し
・
必

要
と

思
わ

れ
る

支
援

等
）
】

描
画

模
倣

（
円

を
描

く
）

折
り

紙
模

倣
（
二

つ
折

り
）

着
席

し
、

関
心

を
向

け
て

円

を
ま

ね
て

描
く
（
閉

じ
た

一
重

円
）

着
席

し
、

関
心

を
向

け
て

二
つ

折
り

を
ま

ね
て

折
る

（
折

っ
た

時
,折

線
が

十
字

に
な

る
）

着
席

し
、

関
心

を
向

け
て

線

を
ま

ね
て

描
く

5
備

考

着
席

も
し

な
い

3
4

着
席

も
し

な
い

着
席

し
、

関
心

を
向

け
て

一

つ
折

り
を

ま
ね

て
折

る

着
席

し
、

関
心

を
示

し
な

ぐ

り
描

き
を

す
る

着
席

し
、

関
心

を
示

し
折

ろ

う
と

す
る

が
、

折
り

目
が

つ

か
な

い

着
席

は
す

る
が

関
心

は
持

た
な

い

着
席

は
す

る
が

、
関

心
は

持
た

な
い


